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各  位  

 

中部防災推進ネットワークの参画メンバーの皆さまに、

メールマガジン（ 2024 年 11 月号）を配信します。  

 

※メールマガジンのバックナンバー、これまでの会合の  

発表資料等は中部防災推進ネットワークホームページに  

掲載しています。  

 

＜中部防災推進ネットワークホームページ  URL＞  

http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso/chububosai-

nw.html 
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１．本ネットワークの参画団体のご寄稿  
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（１）公益社団法人  全国公民館連合会  

 

防災拠点としての公民館  

－日常の活動が支える地域の力ー  

 

公民館は災害が発生した際、避難所として重要な役割を

果たします。実際、東日本大震災の際には、ほぼ 100％

の公民館が避難所として活用され、多くの人々の命と生

活を支えました。このように、公民館の機能として「非

常時の避難所」という側面が注目されがちですが、実は

公民館には災害への備えとしてもう一つ大切な役割があ

ります。  

それは、日常的な活動を通じて住民の防災意識を高める

ことです。  

 

公民館は法律上、「社会教育施設」と位置づけられており、
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地域住民に対する学習支援や活動支援を目的としていま

す。  

そのため、公民館では平時からさまざまな学習活動が行

われています。その中には防災に関するものもあり、防

災意識の向上に役立っています。たとえば、地域の特性

に合わせた防災訓練を工夫したり、定期的な学習会やワ

ークショップを開催したりする公民館も少なくありませ

ん。  

 

しかし、公民館で行われる活動の中で、特に防災に直結

しているのは必ずしも「防災」を目的とした学習会だけ

ではありません。地域の運動会や文化祭といった日常的

なイベントも、防災力を高めるうえで大きな役割を果た

しているのです。  

 

たとえば、運動会では本部用のテントを倉庫から運び出

し、設営する作業があります。この作業を通じて、テン

トの設営方法を学ぶことができます。また、文化祭では

発電機を使用して焼きそばや焼き鳥の屋台を出しますが、

この過程で発電機の使い方や燃料の取り扱いを学ぶこと

ができます。  

さらに、水をポリ容器で運ぶ作業や、大量の食材を準備

して調理する作業は、災害時の炊き出し訓練にも通じて

います。  

このように、毎年繰り返される地域行事が、知らず知ら

ずのうちに住民の防災スキルを育てているのです。  

 

また、公民館は地域住民同士の交流の場としても重要で

す。  

日頃から顔の見える関係を築いておくことが大切なので

す。  

災害時には行政がライフラインや物資の供給を担います

が、すべてを迅速にカバーすることは難しい場合があり

ます。  

そのようなとき、自助努力や相互扶助が必要となります

が、普段からの交流によって人間関係が構築されていれ

ば、住民同士で助け合いがしやすくなるのです。  

 



このように、公民館は非常時に避難所となるだけでなく、

平時の活動を通じても地域の防災力を高める役割を担っ

ています。  

防災訓練や学習会だけでなく、地域の行事や日常的な交

流の場としての活動も、防災の一環として重要な意味を

持っているのです。   

 

＜公益社団法人  全国公民館連合会 URL＞  

https://kominkan.or.jp/  

 

〇文責（公益社団法人  全国公民館連合会  事務局次長  

村上英己）  
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２．本ネットワークの参画団体からのお知らせ  

（防災イベントの予定等）  
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〇イベント名  

 2024 年度防災人材交流シンポジウム「つなぎ舎」  

〇開催日時  

 2025 年 1 月 11 日（土）12:30～18:00  

〇開催場所  

名古屋大学  豊田講堂   

（名古屋市千種区不老町）  

〇概要  

 南海トラフ地震等の大規模災害に立ち向かうためには、

地域のあらゆる主体がお互いに顔の見える関係を構築し、

地域、世代、組織を超えて一体となって対応することが

大切です。  

 この度、日頃から防災・減災活動に取り組む地域の方々

や団体、NPO 法人、ボランティア、学生、社会福祉協議

会や行政職員等の防災人材同士の交流や意見交換を行う

ことにより、災害時にお互いに協力し合える関係を構築

し、地域防災力の向上を図るため、2024 年度防災人材交

流シンポジウム「つなぎ舎」を開催します。  

【第一部】報告・講演  12：30～14：20  

 ・『令和 6 年能登半島地震の現状や支援活動等の報告』

認定 NPO 法人レスキューストックヤード  

https://kominkan.or.jp/


・『他の地域での防災人材の活動や連携』TEAM 防災ジ

ャパン  

・『東日本大震災  被災者からのメッセージ』公益社団法

人メモリアルネットワーク  

【第二部】防災人材  大ワークショップ  14：40～16：

40  

【第三部】ワークショップ成果発表・パネルディスカッ

ション  17：00～18：00  

 ※オンラインでのライブ配信はありませんので、ぜひ

会場にお越しください。  

※案内チラシをご確認の上、参加申込フォームよりお申

込みください。  

〇Web ページ URL 

 https://www.gensai.nagoya-

u.ac.jp/kyoso/seminar&event.html#tsunagiya_pampflet  

 ＜案内チラシ＞  

https://www.gensai.nagoya-

u.ac.jp/kyoso/pdf/R06/2024_tsunagiya_pampflet.pdf  

※産業界からも積極的なご参加をお待ちしております。

ネットワークメンバー団体の皆様はもちろん、メンバー

団体の会員企業の皆様にもぜひご案内・ご参加ください。 
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３．編集後記（事務局・協力団体のひとこと）  
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今回の寄稿はありません。  

次回までお待ちください。  
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